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土器新先土器新石器時代B期 (PPNB期)， 石保持代は先土器新石器1寺代A期 (PPNA期)，
石器時代に大~Ijされる O ノト稿で、取り扱うテル・エル・ケルク遺跡の埋葬は紀元前約 6600~ 
しp.698) 0 (Tsuneki 2010 土器新石器時代中葉に位置する6100年の層から検出されており，
隣接地域の子供の埋葬例は紀元前約 6800前述したように埋葬例が限られているため，かし
(Akkermans and Sch¥vartz 2003 年~ 5200年の土器新石器時代の埋葬例を用いることとする
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めである o PPNA 期~PPNB 期の埋葬例には大人も子供も含まれているが，土器新石器時代の
居住域からは子供が多く発見されているO そこに大人が少ないことから，子供は集落内の住居
の内外に埋葬され，大人は集落外に設けられた墓地に葬られたと考えられている O 集落内の遺
構からは床上や床下，壁下，炉の下などに埋葬がみられるO また， PPNA l拐のイエリコのj荘内
埋葬や PPNB期のジャデー・アル・ムガラやテル・アブ・プレイラ，チャヨヌに多くの人骨
が納められた建物が発見されており，建物と埋葬は密接な関係を持っている (Kenyon1981， 










(Gar日nkel1994， Rollefson 1986， Bar-Yosef and Schick 1989) 0これらは，遺体を処3Jl!するこ
とが目的の埋葬であるといつよりも，祖先崇拝に関わる儀礼や祭配に)=I=Jいられた宗教的造物と




1999， Verhoeven 2000) 0しかしそれらは埋葬が主目的ではなく，明確な火葬は土器新石器時
代のヤリム・テペE号丘，テル・クルドゥにみられる (Merpertand Munchaev 1993b， Yener 













その照辺から見つかっている O ヤリム・テペ 1のハラフ期の墓地は集落外に設けられた埋葬用
の場所と考えられているO そこからは主に成人骨が発見されているが， 1例のみ 4歳の側臥屈
葬の一次葬が見つかっている (Merpertand Munchaev 1993b : pp.218-221) 0集落内の建物遺構
から発見された人骨は床上aや床下壁下などから検出されている O その中では床下が最も多く，
おそらく遺体が土坑に直接埋葬されている例(例えばサピ・アピヤド，シャガル・パザル，ヤ
リム・テペ 1)もあるが，土器に入れられている例(例えばテル・ハルーラ，ヤリム・テペ 1) 
も多い (Akkermans2008， Mallowan 1936， Merpert and Munchaev 1993a， Molist and Faura 
1999)0ヤリム・テペ 1(ハッスーナ期)の集落からは住居の壁下，戸口や敷居の下，壁禽の中，
炉の下からも子供の人骨が発見されており，数例&こ土器内埋葬や土器被せがみられる O これら
は一次葬で"1~IJ巨人屈葬や仰f~f人屈葬，頭位方向は東や i有が多い。サピ・アビヤドの Operation 1 (紀
元前約 6100-5900年)では， 1歳半前後のがD臥)密葬の人骨がオーブンの中から見つかった。そ
の幼児の遺体は当時使われなくなったオーブンに葬られ，生者の近くに置かれていたと考えら
れている (Akkermans2008 : pp.623-624) 0土器被せはヤリム・テペ Iのほかにテル・クルドウ
(アムーク C層，紀元fitr約 5500年)にもみられる O 思葬の乳児か幼児 l体の)J:I;1に大きな婿円
形の土器鉢片が被せられており，二!こ器鉢片の近くからはミニチュアの彩文土器が出土している
(Gerritsen and Sholts 2004 : p.7J) 
多体葬はヤリム・テペI (ハラフ期)，サピ・アビヤド Operationm (紀元前約 6400年)で
見つかっている。ヤリム・テペEでは 2体の新生児が一緒に床下の土坑に埋められており，お
そらく双生児だと考えられている O 高iJ葬!日lは伴っていない (Merpertand Munchaev 1993a 
p.85) 0また、向;遺跡で、成人 2体と乳児 l体が一緒に埋葬されている例が見つかっており，こ
れは親子と考えられている (Merpertand Munchaev 1993b : p.21 0) 0サビ・アピヤド Operation
Eの建物の部屋の床 i二から子供3体の重なった人骨が見つかっているO 上から約 12歳の左側
臥屈葬， 6 ~ 7歳のねじられた格好で脚がややばされた人骨， 2 ~ 3歳のしゃがんだ格好の人骨
である O 人骨下の床や人骨に繊維物質なとごが見つかったため これらの人骨はマットに包まれ
ていたと推測されている O また，建物の造りから遺体の保管場所として使われていた可能性も
指摘されている (Akkermans2008・p.623)0 I司レベルからは成人 l体と小児 i体の多体葬も見
つかっている O どちらも頭位が南東の倒Ji玖屈葬である O 成人骨の I~IJ(こ小児骨が位置しており，
部の人骨の下には多くの土器片が見っかり，故意に敷かれたものと考えられている
(Akkermans 2008 : p.626) 0 






製容器 l点，多数のビーズなととが出土している O 後者は円形住居の床下から彩文土器に入れら
れて埋葬されていた。近くに検出された楕円形の土坑で火葬された後，住居内に埋葬されたと
考えられている o 3点の土器 アラパスター製ゴブレットや鉢などが一緒に発見された






見されており，その 3 分の l に副葬品が伴っていた。副葬品は 1~3 僧の土器や石製容器が頭
の近くに正位霊で置かれたり 貝製-石製-骨裂のビーズやペンダントを伴っていたりした。
赤色や黒色の顔料と三角形の土器片が右腕の近くに見つかっている例もある O また，サピ・ア
ピヤドでは胎児から 14歳までの子供の人骨が発見されているが，子供のおよそ 3分の 2以上
が!歳前に死亡したと算定されている o (Akkermans 2008 : p.624) 0 
以上のように土器新石器時代の北西シリアの隣接地域の子供の埋葬は 全体に検出されてい



















































る段階とされる(高橋ほか 1993)0そのため，およそ 12歳で子供と青年を分ける O 発掘調査
により. 2005年までに出ゴこした人骨を同定したハドソン氏と. 2007年度から現在までに出土
した人骨を同定したドウアティ氏は，子供をJ台J15・j奇産児・乳児・小児の4段階に分類してい
るO ドウアティ氏はその年齢を.J台児は生まれるまで¥周産児は産前 3ヶ月から産後約 1ヶ月，
乳児は Oヶ月から i歳，小児は 1j設から 12歳としている O しかし小児は年齢1誌があり，多
くの子供の人骨がある程度限定した年齢をi司定されていることから 小稿では小児を幼児と小






















































2012 : 85頁)。また，上記の年齢区分で、は分けられない年齢帽を持っている場合は乳幼児 (0ヶ
丹 ~5 歳)，幼少児(I 歳~ 12歳)としているD ハドソン氏が年齢を向定した人骨についても
この分類を適用している O
はじめに， 2009年までにエル・ルージュ 2c期層で発見されている埋葬について成人と青年
を含めた概要を述べたい。エル・ルージュ 2c期の居住域の主な埋葬祉は， 1997 年~ 2002年
に検出され，これらの埋葬は，三宅氏がまとめている(三宅 2003)0 2007 年~ 2009年に見つ
かった 3体を加え 全部で 27例 29体を数える O このうち成人は 2体，青年 3体，小児以下
は22例 24体である6)。成人のうち男性 l体のほかは性別不明である O 残存状態が悪いものも
多いが，一次葬と撹乱-片付けのみで、明維な二次葬や火葬は発見されていない。
墓地は 2007年に発見され，第一次調査で、検出された埋葬を含めると 2009年まで、に見つかっ

































二次葬と考えられる埋葬は全部で 10例である O そのうち 2例は明らかに土坑!大!に複数の人
骨が積み重ねられていた。二次葬例はほとんどの人骨に被熱痕は見られないが，一部焼かれた
骨が含まれた例もみられる o 1体のみの例もあるが，およそ 3~ 10体前後が一緒に埋葬され
ていた。 Str.71O. Str.930. C-4. C再-7は}成戎人のみで





二次葬の一種と考えている O あとの i例は人骨検出部直下に被熱痕がみられず，おそらく別の








居住域で、検出された子供の埋葬は全部で 22例 24体である O 一次葬が 15例 17体，撹乱・
片付けと考えられるものが7例7体で，明確な二次葬は見られなかった(第 1表)。年齢はJlf:iY己
周産児，乳児，乳幼児，幼児に分けられるO












No Str. No 年齢区分 場所 埋葬方法(姿勢) ~M立方向 顔の[1可き 副葬品
426 1¥台児 遺構外 一次葬(不明)
つ 153 j習産児 儀礼ピット 一次(左側臥紹葬) 西? プリント製尖頭器 i点
周産;巴 床下 一次(右側臥屈若手) 南 東
3 141 
周産児 床下 不明
4 901 j奇産児 床下 一次(左側臥屈葬) 北東 T 
コ 155 j司産児 床下 一次(仰臥j密葬) 南東
6 513 }商産児 ]章構タト 撹乱片付け
7 519 !司産児 j宣機外 撹乱片付け :亙?
8 142 JliJ産児 遺構外 撹乱片付け





10 166 干lしノlFL i 床下 一次(仰臥lITl，葬) 東?
1 145 乳児 51&下 一次(不IVD ツノガイ製ピーズ i点
12 48 乳児 遺構外 …次 (fil1l山岳葬) 南 Til 
つ可 乳児 遺11If.外 一次(左官!lJI:山田葬) 東76 乳児 J註有1Jタト 不明
14 402 乳児 遺構外 一次(右iWJI:ω罰葬?) 南?
15 319 乳児 〕註Wt外 撹乱片付け
16 320 乳児 遺構タト 撹乱 Jt付け
17 522 乳児 遺待外 撹1;L" H"付け
¥8 433 乳幼児 i註Wtタト -"(欠 (似H:Uda.若手) 北京
19 436 乳幼児 j註t11守タト 一次(左側臥間葬) m 
20 45 幼児 床下 一次(不IljJ)
ゴ寸 m l 幼児 遺1If.タト 一次(右iHlJl乱j詰葬) 北西







左il!JI払定iHlJ:火 fJjJj玖 伏I:R 不i悶
J~ミ下 壁一!ご
!J台児 O O O O O O O O 
Jiln産児 コ 3 8 4 O べJ 8 つ O 5 
乳児 1-;(0 J 戸、 10 8 O 10 3、 O フ 7 
乳幼児 フ O つ O O つ O フ O O つ
幼児 つ J 戸、 O フ O 3 O O O つ


























い。 Str.76は2体とも乳児である o )J台児やj司産児の場合， I司H寺Jmに死亡した要因の一つに出産
時死亡が挙げられ，それからみると Str.141は双生児の出産時死亡で同時期に同場所に埋葬さ
れた可能性も指摘できる O しかし Str.76については乳児期に双生児が同時に死亡するケース
は限られ，例えばごく身近に接するために感染症などから死に至るなど死因がかなり限定され
るだろう O






















埋葬場所は遺構内に 7体 住居外に 16体，儀礼ピット内に i体が発見されている O 遺構内
の場合は床下が6体，壁下が 1体である O 人骨の検出上国にプラスタ一面や硬い面が検出され
たため，床下と;FIj1訴されている(三宅2003)0遺構内から発見された人骨はすべて一次葬でj費
乱は受けていなかった。年齢別にみると周産児が最も多く 4体，乳児と幼児は l体ずつで胎児
はみられなかった。 遺構内の人骨の頭位方向はおよそ南から北東に限られている O 遺構外には
16体が発見され，そのうち 9体が一次葬， 7体が撹乱・片付けで、ある7)。最も多いのは乳児で
8体である O 次いで、j習j妄J23体，幼児2体， Jl台克 l体で 乳幼児を幼児に含めたとしても乳児




副葬品の共伴率は低く 22例中3例にとどまっている O 壁下埋葬である乳児の一次葬 (Str.145)
の頭骨の下から発見されたツノガイ製ビーズ l点 儀礼ピット (Str.153)から見つかった人骨
の胸部付近に置かれていたプリント製の尖頭器 1 二iニ器被せの人骨 (Str・331)の肩の付近と
J要の付近からまとまって検出された多数のビーズやH7J骨，脊椎骨の下から出土したビーズ，人
骨に載せられていた小型の暗色磨研土器の鉢 l点である O このように，副葬品は壁 F埋葬，儀
礼ピット内埋葬，土器被せ埋葬といった特殊な埋葬方法がとられている人骨に伴っているO
3.子供の墓地内埋葬
墓地内から発見されている子どもの埋葬人骨は全部で 56体を数える O 埋葬方法は一次葬，
二次葬，火葬，撹乱-片付けに分類できるO
一次葬は 22例24体であり，そのうち 2例は多体葬，土器被せが i例みられる(第3表)。
一次葬を年齢別にみると幼児が最も多く 9体でほかの年齢のJj台児， J司産児，乳児，小児と比べ
ると倍以上発見されている(第4表)。埋葬姿勢はすべて屈葬で¥右側臥が9体，左側臥が7体，



































































年齢l三分 .JA葬方法(姿勢) ~Jií立方向 顔のP'lJき 長ilJ葬品
判ー
)j合児 右側|払}毘葬 北京 北西
)j合児 左絞IJ臥屈若手 北西
)jsY己 右iHlJ臥j沼葬 北西 W-jV百
土器被せ
間産児※ 右側臥Jffi葬? 北京
j萄産児 左側臥!毘葬 四 北?
間産児 i1JIVJ罰葬 東
周産児 i[1乱開若手 北西 南西?
乳児 右側I~人!沼君事 南西 r十j
乳児 右側1;ω罰葬? 南南東 東1"
乳幼児 イヨilJ臥屈葬 南西 1有
幼児※ 左iJllJI~人j沼葬 I将来 戸仁
幼児 左仮IJ;リJ冨葬 部 北京
幼児 左iWJ旬、Jtîn~ 西 北
幼児 伏I~人}詔葬 北京 :1ヒ 石製ビーズ 20点
幼児 右iHlJI:~U詰務 北京 1!4' 石製ピーズ 8，.，I~ 
幼児 左側i払}毘葬 東 f.j東
ノJ'Y[i， 右側i山富若手 北京 1音色i諮問 iニ器 i点
ノj、ノ1，レ" 左iHlJI山富 ~l~ 西 二|ヒ
ノJ、ノ1，しヨ 例JIV\ JtjH~ 北西
ノJ 、ノ~'[i，ヨ 右iHlJI:V¥}邑葬 T*i京 北京 Ij~j' !f}~~尖鋭t I 点
幼;巴 不IV~ 石製ピーズ I.'X 
乳児 多イヰミ 石器(1，<1))レ I，.!
)j台児 不明 1奇色j語研土器 i点














撹乱片付け 左側臥右側!払 141弘 伏IV、 不明
コ 2 O O 4 
6 2 O O 4 
O 7 O 2 O O 3 
O フ O O O O O O 
4 14 4 フ O フ 9 
O 7 O O O O O O 
フ 15 つ O O 4 








る (Str.748，Str.927) 0 S釘tr. 748 の成人は 2却0~3お5 歳の男{性全で
}絢]掬旬の辺りでで、組まされていたようでで、ある(写真 1)0この成人骨の左腕の辺りから 2体の子供の
骨が発見された。 1 体は O~l 歳の乳児でもう l 体は 1~2 歳の幼児である o 2体とも残存状
態は悪く埋葬体位などは不明である O これらの人骨は上部に約 1.2mx 0.8mのプラスターが貼
られた墓から発見された。プラスターは部分的に粗い石灰岩の石列で図まれており，これらの
プラスターや石列は墓標のような役割を果たしていたと思われる O 成人の右腕の近くからビー
ズ¥腰の近くからはドリルが見つかっている o Str. 927 の多体葬は 20~35 歳の成人女性と JJ台児，
4 ~ 5 i哉の幼児の組み合わせで、あるO 発掘1寺に動物の撹乱を受けたとみられ特にJl旬から上は原
位誼を保っていない部位もあるが，成人は右側l山富葬とみられる o Jt)1己と幼児の骨も撹乱を受
けており体位は不明である O 頭部西側に完形のB音色j塞研土器 1点胸部の南側に口縁から 5cm
程度の半円で部られた暗色磨研土器 1点が見つかり，後者には貝殻 l点と石器 i点が伴ってい
た。また， ビーズが全部で 6点見つかっているO そのうちの 5点は胎児の骨付近に位置するた














子供を含む二次葬と火葬は 9例が見つかっている(第 5表)0そのうち 6例は土坑や石チ1.
火葬骨がーヶ所に集められていたことにより，埋葬場所が他の場所から隔離されていることか
ら，それらは C-番号 (ConcentrationNo.)で表わしている o 9例の内，二次葬は6例であるO
第 5表 子供の墓地の二次葬・火葬
No c Slr if- Î~tìl互分 主な出土去1¥位 高IJ葬品 人数
i乳児 頭蓋骨脊十i主 'j~・Jl力骨 指 1音色麿liJf土器 1.'~~ 




(石製 6点、員製 1.'~n (JiX人含む)
つ 910 乳児
頭葉官 長官- 手足の骨の 少なくとも 3f本
一部 (J友人含む)
3、 912 乳児 頭蓋骨のみ
717 乳幼児 日民主 'ji
718 乳児 頭悲骨 j肉!の骨など








コ C2 石製スタンプi':p市 i点
少なくとも 101本




847 少なくとも 8体ノトノIEい1 頭蓋骨
6 C3 848 (j主人含む)
850 
854 ノj、児 liJ叢骨 石製ビーズ 1.'台、
865 
i幼児
866 2. JJyHCJ. 少なくとも H本
7 C6 NJ[葉骨(火葬) 1奇色j却すf土器 i点


















C-3は楕円形の土坑内に 成人を含む少なくとも 9体の頭蓋骨や長骨を含み，そのうち 2体が
小児である o C-lとC-2は石列で区切られた場所から複数の人骨が発見されている。一次葬が
撹乱を受けたと思われる例もあるが，それぞれ少なくとも 10体とは体の人骨が頭蓋骨を中
心に集められていた。 C-lは乳児 1体乳幼児 1体小児 3体が，C-2は幼児 11本，幼小児 l体，
小児2体が含まれていたoStr.832は成人を含む少なくとも 5体の人骨がーヶ所ーから発見された。
乳児 l体，幼小児 i体，小児 1体の部分的な骨が含まれており，暗色磨研土器 l点、と石製と貝









火葬は， 3例に子供が含まれている o C-6は土坑内火葬で少なくとも成人を含む 7体が含ま
れていた。子供は幼児 l体と幼小児 3体である O ゴニ坑底部から被熱されたI音色磨町f土器の牽 l
}~(が見つかっている o C-8は人骨検出国直下に被熱がみられず，おそらく別の場所で焼かれた
後に集められたものと思われる O 成人と青年を含む少なくとも 8体が見つかっている O 子供は
3体で周産児 1体，y-J小児2体である O 土器被せが南部分に 1ヶ所見られたが，その人骨の年
齢は明らかではなし'0二!こ器被せが子供に特徴的な埋葬方法だとしたらこの場合も子供特にj司産
児の可能!笠が高いと推測できる o C-9は土坑内火葬で¥成人と青年を含む少なくとも 5体が見






撹乱.)~I-付けと考えられるものは 8 例である(第 6 表)0 Str.851とStr.852はどちらも向場
所から成人と子供の二人分の頭葉骨の一部などが出土しており，元は一次葬の多体であった可
能性が高しヨ。 Str.851は成人の年齢性別が不明で 子供は 10~ 12ヶ丹の乳児である o Str.852 







No Str.no S1三齢|互分 主な1¥:1.部m: 副葬品 人数
504 周産児 頭蓋骨下顎骨なと、
フ 851 乳児 頭蓋骨骨盤などが一部 貝製ビーズ!点
少なくとも 2体
(成人含む)
3、 528 幼児 I密四j皮骨などH¥土
4 730 幼児 骨盤.背骨など出土
コ 852 幼児 下容~'l寺などが一斉f\出土
少なくとも 2体
U&人含む)
6 902 幼児 3長選:骨の一部
7 822 ノJ 、ノ~ICヨ 指骨 I密 脊椎骨の一部
ビーズ 20点
(石~~ 19点，良製 1}~) 
8 825 ノJ、ノ!日L 長骨寛骨指'l-の一き[¥
ーは不明または無いことを表わす。








これらを年齢別にみると 乳幼児と幼小児を入れて胎児~l 歳くらいがおよそ 37~ 40体，
幼児がおよそ 16~ 20体，小児がおよそ 15~ 20体である(第 6@)。子供のうち約半数が l
歳までに死亡していることが分かる O 乳児の死亡率は現代の発展途上国で、は一般的に高く，そ
の原因は伝染病，早産，分娩時異常が挙げられる O また， 1歳以降は離乳食への移行持に起こ
る感染症や栄養失調から来る免疫力の低 Fから死亡率が高くなるという研究もある (Pearson
et al. 2010) 
一次葬の姿勢は全て屈葬である O 左右の狽IJ駄が最も多く， 1iIJI払もみられるが，伏i払は居住域
に見つかっておらず，墓地に一例 (St1・913)がみられるのみである O その伏臥の人骨は非常に
不自然な姿勢をとっており，首も捻じ1]げられている O また，子供2体と一緒に埋められてい
た成人男性 (St1'.748) も伏臥で、ある O おそらく子供を腕に抱えてうつ伏せになって埋められ，
上からプラスターで覆われたのだろう o 2例とも副葬品が伴っている O これらの例から伏臥は
一般的には用いられず 特殊な遺体に限って用いられた可能性がある O
屈葬は世界に広く分布している埋葬姿勢であり， ピアソン(p.Peason) は「休息やJ台児の姿





















児の形で送り返され，そこからまた再生するという考え(大林 1997: 84頁)oJである O 死者
への恐れは死者崇拝や副葬品，墓地での供犠という形にも現れる O また穀物栽培民の社会にお












供向士のみ vで、ある O 双生児の可能性があるj司産児のため，出産時死亡と考えられる O 墓地は成
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土器被せは居住域に 1iJU. 墓地に 1例発見された。 居住域は乳児で墓地はJ台児であか年齢
はどちらも幼い。西アジアの各遺跡から多く発見されているものの，テル・エル・ケjレク遺跡
においてはその数から特殊な埋葬といえる O 査は象徴的に子宮を表しているといわれ，土器内





















付けは 8例中 2例に共伴し 合わせて子供の埋葬例のおよそ 27%に伴っていた。居住域は一
次葬 22例中 3例に伴い，撹乱・片付けには見つからなかった。 賠住域は子供の埋葬例のおよ
そ 14%に伴っていた。墓地-居住域ともJ台児と周産児には伴っていなかったD 共伴例は墓地
にやや多いが，墓地では多体葬2例と不自然、な姿勢の伏臥屈葬例，居住域では儀礼ピットと土




















かれたりしたと考えられる O そこからは 子供の埋葬儀礼やその基となっていた埋葬観念は遊













2 )テ jレ-エjレ・ケルク遺跡はシ J)ア政府と筑波大学の共同調査隊により 1997年から 2010年まで継続し
て発掘調査が行われたO 第l}~J は 1997 ~ 2002年の全6次調査，第 2j明は 2005{j三~ 2010年の全6次
調査にわたる。
3 )紀元前およそ 6100~ 6600年の層である。テ jレ・アイン・エル・ケルク遺跡のi宇I央i玄からの埋葬:1]1:は
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Str.502， 504， 507， 527， 528はハドソン氏，それ以外はすべてドウアティ氏によるものである。
6) Str.431はわず、かな骨しか検出されていないため，埋葬人骨に含めていない。
7 )建物遺構の基礎と思われる石列のすぐ近くから見つかっている例や，遺構から少し離れた場所から検
出された例もある O また， Str・48，319， 320， 331， 339は石列内に発見されており完全に遺構外と判
断できないが，床面が検出できていないことから遺構外に分類した。
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Child burial rituals at Tell el-Kerkh during the Pottery Neolithic 
日IRONAGA，NaolくO
Up until 2009， about 80 child burials from the Middle Pottery Neolithic were discovered at 
Tel1 el-Kerkh. They were buried either‘within or around houses and the cemetery. There are primary 
burials， secondary burials and cremation burials at Tel1 el-Kerkh. We also discovered burials using 
several pottery shards， probableう burialsof twins and burials including two children and one adultラ
and so on. 
1n Ethnological studies， burials connected with houses symbolize rebirth. The pottery vessels 
may also symbolize a mother's womb. This evidence at Tell el-Kerkh during the Middle Pottery 
Neolithic suggests， family or the community hoped or wished for the dead childrelu rebirth. The 
children were probably buried by members of the Kerkh community. 1n conclusion， the various 
types of burial ceremonies for children at Tell el-Kerkh indicate that perceptions of the death of 
children were diverse and the regulation for the placement of child burials ¥vas not as rigid as that 
of adults 
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